
「まちかど」は、品川区役所ホームページからもご覧いただけます。 http://www.city.shinagawa/tokyo.jp/

古紙を配合した紙を使用しています

街 角 と あ な た を ネ ッ ト す る 暮 ら し と 文 化 の 情 報 紙

ま ち か ど
● 荏 原 第 一 地 域 新 聞 ●

第１０４号
平成２３年(２０１１)１１月発行

発 行・事 務 局
◎荏原第一地域センター◎

小山 3-22-3 (〒142-0062)

tel ３７８６－２０００
fax ３７８６－５３８５

我が町会は、小山２丁目８番～１７番が区域です。町会長は、１４年目にな

る斉藤吉憲氏です。町会内には、後地シルバーセンター・児童センター、京極

稲荷神社、あさひ公園、後地公園などの施設があります。

また、町会では新春バス旅行、あさひ公園の花見、防災運動会、餅つき大会、

子供たちの夜回りなど、年間を通して、様々な行事が行われています。中でも、

毎年９月の中頃に行われている戸越八幡神社例大祭では、子供神輿が３基繰り

出し、山車にも親子が長蛇の引手とし

て集まり、賑わいます。参加した子供

たちに配られる当町会のお菓子が大人

気で、「毎年楽しみにしています！」

という声がよく聞かれます。噂を聞き

つけて他町会から参加する子供たちも

いて、毎年、大勢の参加者が集まる子

供たちに１番人気のイベントです。

広報委員 山内

小山２丁目東部町会

地
区
委
員
会
初
秋
の
企
画
で
、
10
月
23
日(

日)

、
バ
ス
２
台
で
神
奈

川
県
の
津
久
井
浜
観
光
農
園
と
観
音
崎
公
園
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当

日
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
約
88
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
津
久
井
浜
観
光
農
園
へ
到
着
し
、
実
行
委
員
長
司
会
に
よ
る

開
会
式
を
行
い
、
み
か
ん
狩
り
を
開
始
。
み
か
ん
狩
り
は
、
食
べ
放
題

な
の
で
、
好
み
の
み
か
ん
を
選
び
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
観
音
崎
公
園
へ
向
か
い
、
到
着
後
、
観
音
崎

自
然
博
物
館
を
見
学
。
観
音
崎
の
生
物
・

自
然
の
資
料
や
、
生
き
た
標
本
が
わ
か

り
や
す
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
、
公
園
内
で
、
お
弁
当
を
み

ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。
お
腹
も
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
公
園
探
険
を
開
始
。
展
望

園
地
、
北
門
第
１
砲
台
跡
、
灯
台
、
行

基
洞
窟
、
素
堀
ト
ン
ネ
ル
と
日
常
で
は

な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
公
園

の
見
ど
こ
ろ
を
満
喫
し
ま
し
た
。
最
後

に
、
閉
会
式
を
行
い
、
全
員
が
怪
我
や

事
故
も
な
く
、
素
敵
な
秋
の
思
い
出
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

臨
時
報
道
で
、
「
大
本
営
発
表
、
日

米
両
国
は
本
日
未
明
戦
闘
状
態
に
突
入

せ
り･

･
･

。
」
と
の
内
容
が
ラ
ジ
オ
で

放
送
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
16
年
12
月
８

日
の
こ
と
で
、
悲
惨
な
結
果
で
終
わ
っ

た
大
東
亜
戦
争
の
勃
発
で
す
。
筆
者
の

記
憶
を
辿
っ
て
い
く
と
、
昭
和
18
年
頃

か
ら
戦
局
の
悪
化
著
し
く
、
同
時
に
兵

隊
検
査
結
果
の
基
準
を
緩
め
て
兵
士
の

増
強
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
周
辺

地
域
の
家
々
に
次
々
と
召
集
礼
状(

赤

紙)
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
出
征
兵
士

と
な
っ
た
彼
等
は
地
域
の
人
達
が
手
に

し
た
「
日
の
丸
」
の
小
旗
を
振
っ
て
歓

呼
の
声
で
見
送
ら
れ
る
な
か
を
、
と
き

に
は
京
極
稲
荷
神
社
で
武
運
長
久
を
祈

り
複
雑
な
思
い
で
戦
地
に
赴
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

平
成
15
年
、
奇
し
く
も
戦
火
を
免
れ

た
京
極
稲
荷
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
木

造
の
後
地
大
神
輿
の
倉
を
建
替
え
る
べ

く
、
解
体
作
業
中
、
偶
然
、
そ
の
時
の

兵
士
を
送
っ
た
「
日
の
丸
」
の
小
旗
が

棚
の
隅
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

後
地
交
差
点
に
あ
る
朝
日
地
蔵
尊
の

境
内
に
は
戦
死
さ
れ
た
地
域
の
方
々
27

柱
の
御
名
前
が
刻
ま
れ
た
慰
霊
碑
が
建
っ

て
お
り
ま
す
。
毎
年
３
月
と
９
月
の
24

日
に
は
地
蔵
尊
彼
岸
祭
と
慰
霊
祭
が
斎

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
開
戦
70
年
の
節
目
の
年
に
あ

た
り
、
こ
の
小
さ
な
「
日
の
丸
」
の
國

旗
を
額
に
納
め
て
大
切
に
保
存
し
、
地

域
の
も
う
ひ
と
つ
の
歴
史
遺
産
と
し
て

後
世
に
残
す
つ
も
り
で
す
。

管
内
26
名
が
表
彰

「
平
成
23
年
度
東
京
都
全
国
赤
十
字

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社
の
名
誉
副

総
裁
秋
篠
宮
妃
殿
下
の
ご
臨

席
の
も
と
に
、
10
月
６
日(

木)

、

赤
十
字
事
業
を
日
々
推
進
す

る
方
々
を
労
う
と
と
も
に
、

赤
十
字
活
動
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
て
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
、

荏
原
第
一
管
内
で
も
表
彰
を

受
け
ら
れ
る
方
が
多
く
、
今

年
度
も
、
受
賞
者
代
表
と
し

て
表
彰
さ
れ
た
松
宮
ツ
ル
子

さ
ん
を
始
め
と
す
る
26
名
の

方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
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「
物
資
配
布
訓
練
」
が

行
わ
れ
ま
し
た

品
川
区
防
災
協
議
会
荏
原

第
一
地
区
協
議
会
主
催
に
よ

る
林
試
の
森
公
園
で
10
月
16

日(

日)

に
予
定
さ
れ
て
い
た

「
荏
原
第
一
地
区
総
合
防
災

訓
練
」
は
、
前
日
か
ら
の
天

候
不
良
に
よ
り
、
訓
練
内
容

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
管
内
14
町
会

へ
の
物
資
配
布
訓
練
の
み
行

わ
れ
、
荏
原
第
一
地
域
セ
ン

タ
ー
に
て
非
常
用
ロ
ー
ソ
ク

及
び
災
害
対
策
用
ア
ル
フ
ァ

化
米
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
訓

練
に
備
え
携

わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、

ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

放
置
自
転
車
一
掃
へ

「
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

駅
前
の
放
置
自
転
車
問
題

の
解
決
を
図
る
べ
く
10
月
26

日(

水)

早
朝
、
品
川
区
と
区

内
警
察
署
合
同
で
例
年
実
施

さ
れ
て
い
る
「
駅
前
放
置
自

転
車
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
武

蔵
小
山
駅
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
荏
一
管
内
で
は
、
小
山

３
丁
目
町
会
と
小
山
４
丁
目

町
会
の
町
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
町
会
の

方
々
が
数
名

参
加
さ
れ
、

道
ゆ
く
人
に

協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま

し
た
。

青少年対策荏原第一地区委員会主催

｢みかん狩りと観音崎灯台」
70

小
山
２
丁
目
西
部
町
会

石
井

裕
美

町 会 紹 介

ト
ピ
ッ
ク
ス

掲

示

板


